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伊 那 市 都 市 計 画 審 議 会 議 事 録

項 目 伊那市都市計画審議会

開会日時 平成25年2月19日（火）午前９時30分

閉会日時 平成25年2月19日（火）午前10時30分

場 所 伊那市浄水管理センター会議室

出席者

伊那市都市計画審議会委員

伊那市議会 唐澤千明

伊那市議会 柳川広美

伊那市交通安全協会連合会 春日昇

伊那市農業委員会 平澤睦弘

信州大学農学部 佐々木邦博

社団法人伊那青年会議所 池上裕平

社団法人長野県宅地建物取引業協会南信支部 鈴木孝之

伊那市区長会（伊那地区）堀内潤一郎

伊那市区長会（伊那地区）木下智

伊那市区長会（高遠地区）春日博美

伊那市区長会（長谷地区）久保田重信

レディーバード（女性海外研修者） 春日幸子

社団法人長野県建築士会上伊那支部 若林晴二

上伊那農業協同組合 網野澄子

長野県伊那建設事務所 原 明善（代理 整備課技術専門員 東伸之）

長野県上伊那地方事務所 青木一男（代理 建築課長 中嶋仁志）

事務局

松尾建設部長、浦野都市整備課長、米山課長補佐、唐木主査、下平技術主任

欠席者
伊那商工会議所 川上健夫

伊那市女性団体連絡協議会 高嶋昭子

議事
(1)「伊那都市計画道路の変更（伊那市決定）」について

(2)「景観行政団体移行への取り組み」について

資料
法定審議資料（伊那都市計画道路の変更）

景観行政団体への取り組み資料（景観計画素々案）
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１ 開 会

（事務局：浦野課長）

皆様おはようございます。本日はお忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。

私、本日の進行をさせて頂きます都市整備課長の浦野晃夫でございます。よろしくお願いいた

します。

それでは、開会を伊那市建設部長の松尾修より申し上げます

（松尾建設部長）

本日は大変お忙しいところ、また足元の悪い中、多くの委員の皆様に、お集まり頂きまして、

誠にありがとうございます。

暦の上では春を迎えましたけれども、今年はこのようにたいへん雪が多く、まだまだ気温も上

がらず寒い冬の日々が続いております。

さて、本日審議をお願いする案件でございますけれども、前回 12 月 20 日の審議会におきまし

て調査審議をいただきました「伊那都市計画道路の変更について」法定審議をいただくもの等

であります。詳細につきましては後ほど担当からご説明させていただきますのでよろしくお願

いいたします。

それでは、只今から伊那市都市計画審議会を開会させて頂きます。

２ 事務連絡

（事務局：浦野課長）

それで会議に先立ちましてここで事務連絡をお願いしたいと思います。本日の都市計画審議会

の成立についてご報告させていただきます。

本日は委員総数18名のうち15名の出席で半数以上でございますので会議は成立ということで

お願いいたします。

また、年が改まりまして、伊那市区長会長会選出の４名の委員さんが代わられ、ご就任いただ

いております。ここで私のほうからご紹介申し上げます。

お配りしてあります名簿の上のほうから、高遠町下山田区長の春日博美委員さん、中央区長の

木下智委員さん、長谷黒河内区長の久保田重信委員さん、荒井区長の堀内潤一郎委員さんでご

ざいます。よろしくお願いいたします。

続いて、代理出席、欠席などの報告をさせていただきます。

代理出席は、上伊那地方事務所青木一男委員に代わり、上伊那地方事務所建築課長中嶋仁志様

でございます、伊那建設事務所原明善委員に代わり、伊那建設事務所整備課技術専門員の東伸

之様です。

また、欠席でございますが、川上委員、高嶋委員については、ご都合により欠席のご連絡を頂

いております。

また、鈴木委員さんが後ほど見えられるかとおもいますので、よろしくお願い申し上げます。

次に本日の資料の確認をお願いいたします。

まず、事前にお送りし、本日お持ちいただいております資料は「会議次第」、「法定審議事項
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についての市長から審議会への諮問通知の写し」、「法定審議の資料」でございます。また、

本日お配りしてございます資料は、「長野県知事からの意見書の写し」、それから状況報告事

項の「景観行政団体への取り組みの冊子」でございます。その他に、「委員名簿」と「本審議

会に係る例規」を置かせていただいております。資料は以上でございます。不足等がありまし

たらお申し出いただきたいと思います。

それでは、早速でございますが、以降の議事進行につきましては佐々木会長にお願いしたいと

存じます。よろしくお願いいたします。

なお、本日お諮りする案件は、法定審議事項、それから状況報告事項ということでお願い申し

上げます。法定審議事項につきましては、市長へ答申いただくこととなりますので、ご審議を

よろしくお願いいたします。

３ 議 事

（佐々木会長）

では、私の方で議事を進行させて頂きます。

議事がスムーズに進行できますよう、委員の皆さんのご協力をお願いします。

まず、本日の議事録署名委員を指名します。本日は春日昇委員と若林晴二委員を指名しますの。

よろしくお願いします。

それでははじめに括弧１の「法定審議事項、伊那都市計画道路の変更（伊那市決定）」につい

て、事務局から説明をお願いします。

（事務局：米山課長補佐）

事前送付資料の１ページをご覧いただきたいと思います。都市計画道路の変更についてです

が、前回の審議会で調査審議いただいておりますので、前回の審議会で説明した部分もありま

すが、その後の経過も含めまして要点を説明させていただきます。

まず、事前送付資料の１－１ページから１－17 ページまでですが、前回の審議会で審議いた

だいた内容から変更はございません。１－１ページにありますとおり、河東線、春日町狐島線

この２路線については全線を廃止、高遠長藤線につきましては完成しております 90m を残しま

して、その他はすべて廃止ということをするものです。

その次の１－２ページをご覧いただきたいと思います。これが都市計画道路全体の見直し案と

なっており、今回変更の路線は青色に着色されている路線のうち、バツをしてある３路線であ

ります。

その３路線の計画図が次の３ページ、４ページにあります黄色着色してある部分が廃止する部

分であります。高遠長藤線の赤い部分が計画を残す部分です。

次の１－５ページが変更理由でございます。前回の審議会でも説明させていただきましたが、

高度成長期に都市計画決定されたものの、全体の整備率が今現在 43％程度と留まっております。

長年整備されていない路線が大半を占めているという中で今回見直したものであります。

その各路線の変更理由が次の６ページから８ページに書いてあります。この内容について前回

と変更はございません。

次の９ページはこれまでの経緯と今後の予定を記載したものです。前回 12月 20 日の審議会に

おきまして調査審議をいただいております。その後、都市計画法第 17条にもとづきまして計画

案の縦覧をおこないました。また、長野県知事と協議をおこない、本日配布させていただいて
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おります資料１－23 をご覧ください。この資料のとおり長野県から意見なしという回答を受理

しております。

本日の、賛成いただきますと、３月上旬には廃止の決定告示をおこない、縦覧をさせていただ

くという流れになります。

最後ですが、前回の審議会に追加された部分につきましてが、１－18 ページにございます、

前回の審議会で出された質疑と回答をまとめてございます。

１－19 ページ以降については、縦覧結果と縦覧状況をつけてございます。

縦覧の結果につきましては、意見書の提出はありませんでした。

説明については以上であります。ご承認いただけますようご審議よろしくおねがいします。

（佐々木会長）

ありがとうございました。

それでは、ただいま説明のありました「伊那都市計画道路の変更」について、ご意見ご質問等

ありましたらお願いします。

【発言なし】

それでは、本件について採決いたします。縦覧の際に意見書も提出されておりませんし、特に

異議が無ければ、委員の皆様の挙手で決めたいと思いますが、よろしいでしょうか。

では、伊那都市計画道路の変更については、原案どおり賛成の方、挙手をお願いします。

【委員の挙手】

はい、全員賛成で決定されました。ありがとうございました。それでは伊那都市計画道路の変

更については原案どおり決定いたします。

本審議の結果につきましては、市長宛に異議無い旨を会長名で答申いたしますのでご了承いた

だきたいと思います。ありがとうございました。

それでは、続いて括弧２の「景観行政団体への取り組み」について事務局から報告をお願いし

ます。

（事務局：米山課長補佐）

それでは、本日配布させていただいている資料、２－１をご覧下さい。

現在、伊那市では景観行政団体への移行に向けまして準備を進めているところであります。こ

こに景観法の抜粋がございます。策定の手続きとしまして、景観法第９条第２項のところに景

観行政団体は、景観計画を定めようとするときは都市計画区域、市全域を予定していますが、

都市計画区域にかかる部分について、伊那市都市計画審議会の意見を聞かなければならないと

いうことになっております。

スケジュールについては次の裏面のほうをご覧いただき、その時になりましたら、委員さんの

意見をいただきたいと思います。

２－２からのスケジュール表について若干説明させていただきます。左側に平成 23 から 26

年度まで書いてございます。次に作業の内容、組織、都市計画審議会、議会、県の機関等の関

係が右側に書いてあります。

市としまして、平成 26 年度当初から全面発行したいというのを目標に掲げまして、昨年度か

ら取り組みが始まっております。平成 23年度につきましては、景観に関する基礎的な調査を行

い、中ほどに書いてあります、景観懇談会につきましては、景観の関係団体や、住民協定者会
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の代表の方々33 名にお集まりいただいて、今後どのように進めていくのかについて、懇談会方

式で進めてきました。また、市民アンケート、10 地区におけます地域別の懇談会、そして、３

月 25 日には講演会を実施してきております。それら調査をもとに平成 24 年度からは景観計画

案の策定のための策定委員会を立ち上げました。このメンバーにつきましては、23 年度の懇談

会のメンバーからの選出と、見識者に入っていただきまして、合計 19名で策定委員会というの

を設置しまして、一回目が７月に始まっております。今回まで４回、明日ですけれど第５回目

の策定委員会を予定しております。

また、今後につきましては３月末、また、25 年度におきましてもまとめの委員会等を開催す

る予定でおります。そこでの、現在進めている計画案でございますので、計画案がまとまった

ものを今度は長野県と協議をしていくという流れになります。

できれば来年度の早い時期に、県と協議させていただきまして、基本的には県からの同意を受

けて、行政団体に移行していくという流れになります。

それと並行して、行政団体に移行するまでに、景観条例を決定しないといけないということが

ありますので、今の予定としましては、今年の９月議会を目標に景観条例についての審議して

いただき、それ以降、県の同意を待って、行政団体となり、景観条例が一部施行となります。

また、行政団体になってからが、景観計画が策定ということになりますので、ここで、都市計

画審議会の皆様の意見が必要となりますので、時期的には今年の 10月以降の審議会でご意見を

聞くこととなります。

それらの手続きをしまして、できれば平成 26 年度当初から景観計画の発効と景観条例につい

ては全面的に施行していくということを目標に現在進めてございます。

現在までに景観計画の素々案という形ですけれども、担当のほうから説明させていただきま

す。

（事務局：唐木主査）

今日お配りした、素々案を見ていただきたいと思います。一枚めくりまして、目次ですが景観

計画の序章から第７章までこのように構成立てをしてあります。まず序章で景観計画の形成に

向けてということで、背景、目的、意義、位置づけなどを記述しまして、第１章で景観特性、

第２章で景観計画の異議を設定します。第３章で良好な景観を形成するための方針ということ

で方向付けをして、第４章で制限事項を決めます。第５章で景観に対しての重要な建造物、重

要樹木などの指定の方針考え方、これを決めまして、第６章で良好な景観形成のために必要な

事項ということで、屋外広告物や公共施設の整備に関する事項です。第７章で、景観形成にむ

けてどのように取り組んでいくかということになります。これが景観計画の大まかな構成にな

ります。

一枚おめくり頂いて、序章、伊那市らしい景観とはということであります。もう一枚めくって

いただくと景観計画の経過と策定の背景ということが、３ページにあります。長野県で景観条

例が初めてできたのが平成４年、そのあと、国によって景観法が平成 17年にでき、その流れの

中で、伊那市として初めて長野県景観育成特定地区が西箕輪に認定されました。これを受けて、

伊那市としては市全体として、景観の維持形成について、計画的な対応に取り組んでいこうと

いうことで、景観計画を策定するということになりました。景観の目的と意義が次のページに

なります。５ページがこの景観条例及び伊那市景観計画をつくるなかで伊那市の各種の市の計

画及び広域計画との整合を図りながら制定をしていく、ということで伊那市景観計画位置づけ

がここにあります。若干目次で説明させていただきましたが、計画の構成なります。序章、第
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１章、第２章までは必須事項ということで、景観法で景観計画にこの内容は定める事項で入れ

てあります。第３章良好な景観の形成に関する方針は任意事項として伊那市独自に入れました。

第４章第５章についても景観法の必須事項として、定めなさいということになっています。第

６章ですが、屋外広告物及び景観重要公共施設に関する事項については伊那市独自として定め

ようと入れてあります。

次に第１章になります。伊那市の景観特性ということで、伊那市の景観についての特性、特徴

についてまとめてあります。これは前年度の基礎調査の中で市民のアンケート、また地域別懇

談会を行った中でのそれぞれ話し合った中の特徴、また、優れた景観などを抜き出してまとめ

たものになります。特徴と眺望景観、土地利用、それぞれまとめてありまして、11 ページが景

観特性になります。その中から伊那市としては３つの要素を重ねあっているという特性があり、

面の景観、軸の景観、生活文化の景観としての３つに分けました。それぞれの景観特性という

のが次のページから載せてありますので、ご覧いただければと思います。

27 ページから第２章、景観計画の区域になります。景観特性をそれぞれ吟味した中で、景

観の区域を分けるということで、それぞれ景観区域を分けました。29 ページに地域区分という

ことで色分けしてあります。それぞれ、山地自然公園、山地森林、田園、市街地となります。

景観軸として沿道沿い、河川沿い及び伊那市の特徴としては河岸段丘沿いということで、分け

てあります。

西箕輪については長野県の景観育成特定地区ということで、もう認定されていますので、その

まま伊那市の景観形成重点地区として位置づけをしていこうことでなっています。その次のペ

ージからは地域区分についての説明になります。

第３章 39 ページになります。良好な景観の形成に関する方針ということで、先ほど地域区分

として分けた部分についてのそれぞれ今後どう守り育てていくかの方針を定めてあります。こ

れも委員会の中で、いろいろと話し合ってきた中で段々このような方向でまとまってきたとい

うところであります。

47 ページ、第４章になります。景観形成のための行為の制限に関する事項ということで、届

け出行為になります。景観に影響を与える影響が大きい一定規模以上の行為です。そういうも

のついては届け出行為をしなさい、ということで定めてあります。若干抜粋しますと、例えば

建築物一軒の家を建てるのに高さ 13ｍ超えるもの、または床面積が 30㎡を超えるものについて

は 伊那市に届け出を出しなさいということになります。

その右のページにですが、届け出行為を出したものについて事前協議をし、適応審査をして不

適合である場合景観審議会を立ち上げ、審議をしていただいて助言指導を行います。そのまま

変更に応じない場合には、勧告変更命令ができ法的に制限が出てくるというものになります。

その次の 49 ページですが、景観形成の基準ということで最低限この内容のものを守っていた

だきたいということで、これも策定委員会で意見をいただきながらこの方向にまとまってきて

いるという段階であります。

53 ページの西箕輪景観形成重点地区においては、今、長野県の条例で定めてあるものをその

まま載せてあります。55 ページ、第５章に景観重要建造物および景観重要樹木の指定の方針と

いうことで、特に景観について重要な役割を持ったり、公共の建物として重要であると思われ

るもの、そういうものを景観重要建造物として指定していこうということになります。また、

樹木についても同じ考え方で、その街のシンボルであったり、その場所の景観に重要なもので

あるというものには指定をしていこうということで方針を定めたものであります。57 ページ第
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６章に良好な景観形成のための必要な事項、これは必須ではないですが伊那市として屋外広告

物については景観にとって重要であるということで、載せていく方向で今検討をしています。

景観行政団体移行後は独自の屋外広告物条例を作っていく、というような話し合いもしており

ます。

もう一つは公共施設の整備に関する事項ということで、公共施設についても景観としては重要

な役割があるということで、そこも方向性を考えていこうということで載せてあります。第７

章については景観形成に向けてということで、今後どうやって取り組んでいくかということを

載せてあります。現在は、この第７章までをまとめる段階まできています。あと２回位の策定

委員会において、計画案をまとめたいと思っているところであります。以上になります。

（佐々木会長）

ありがとうございました。それでは、「景観行政団体への取り組み」について、委員の皆様か

らご質問、ご意見をお願いします。

（平沢睦弘委員）

こういう景観条例に取り組むというのは非常に結構なことだと思います。こういうものをやっ

て住みよい伊那市を作るというようなことも考えていると思いますが、観光面といいますか、

せっかくこういうものがありますよという色々なものができた場合に、伊那市の場合はよその

お客さんが来て色々なものがあることが地元としてはわかっているのですが、お客さんがどこ

へ行ってみたいかがまだ十分知られていいないんじゃないか。したがって景観と観光とのつな

がりといいますか、なにか関連性というものは考えてこういうものを計画しているのかどうか。

（事務局：浦野課長）

今の計画の中の４ページのところで計画、目的と意義の中の一番下のところなんですが、こう

いう方向で景観行政を推進していこうという考え方の中に、魅力的な観光資源についても計画

の中に位置づけをしていって、観光に役立てていきたい、ひいては地域の振興に貢献していく、

という意義を記述しています。ただ、景観計画を作り、実際の計画に基づいて行政をしていく

ことで、直接的に具体的にどういうふうに観光に結び付けていくかというものはこれからの段

階になります。景観条例を作って計画ができたからといってすぐに景観が良くなるということ

ではなくて、やはり長い活動だと思いますので、まず市民の方々の意識向上を図り、伊那の市

街地、高遠の市街地含めてそういうおもてなしの心を持ってやっていこうという組み立てにし

てはあるんですが、具体的に観光にどういう方法でというところまではまだこの計画の中では

踏み込んではいません。しかし良好な景観形成を観光面へ繋げていくことは重要と考えていま

す。

（佐々木会長）

この４ページの真ん中、地域の活性化というところ、一行目の脇には観光や経済活動に活力を

あたえ、地域の活性化を促進します。というふうに、やっぱりこういった視点で書かれていま

すので、実際に景観計画をもとに景観政策を進めていくことが、住みやすさ、地域の活性化、

観光、経済の活性化につながると思います。

先ほどの説明の予定ですと、一年後に景観計画の意見聴取を受けるということがありますの
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で、その時にもう一度、他との整合性もありますので、確認していきたいと思います。

（唐澤千明委員）

伊那市がようやくこうやって景観行政団体に移行することは非常に喜ばしいことだと思いま

すが、近隣市町村と、特に上伊那、伊那谷という中で、この上伊那の市町村と調整を行ってい

るとは思いますが、連携、課題についての状況は。

（事務局：浦野課長）

連携については非常に重要な部分でして、伊那市独自で伊那市の単位だけで考えていても景観

というのはそういうものじゃなくて、特に南箕輪村との境界は入り組んでいることもあり、上

伊那全体として取り組むということについて、理事者からも指示を受けています。

昨年度、３月に行いましたけれども景観の講演会につきましては、特に箕輪の活動の方々、伊

那のアルプス街道の方々そういうような方の中でお話しを聞いたり、上伊那全体に声をかけて

講演会に参加していただいた形もとりました。

具体的には駒ヶ根市のほうがこの景観行政団体への移行の業務につきましては、一年が進んで

いまして、駒ヶ根市につきましては今年の３月 31日に景観行政団体に移行して、その行政を景

観計画を発行して平成 25年度から運用していくという状況です。細かい事務手続きの、届け出

の基準などは若干違いがありますけれど、景観形成に係わる特に特色ある眺望の景観だとか、

沿道の景観だとか、そういう部分についての方向性は駒ヶ根市と合わせてあります。南箕輪に

つきましては伊那市よりは一年取り掛かりは遅かったわけですが、景観行政団体になるべく平

成 24年度から事業を始めているという状況です。

上伊那のほかの町村につきましてはまだ具体的な動きはございませんけれども、その上伊那の

広域連合等にもお願いをしながら声掛けをしているという状況です。

今進んでいる駒ヶ根、伊那、南箕輪については歩調を合わせながら、細かい部分では若干違い

は出てくると思いますけれども方向性はすべて歩調を合わせて連絡を取りながらやっていると

いう状況であります。

（鈴木孝之委員）

ちょうど今の歩調を合わせるというところに係わってくると思うんですけれども、もともと県

の条例に基づいての届けての基準があって、今回行政団体になるということで伊那市独自の基

準だとか、これに基づいてというものができるように変わる、という理解でよろしいかと思う

んですけれども、特に基準のところが細かいところで駒ヶ根市と違うっていう話だったんでが、

例えば高さだとか、面積とかの基準が違うと、その根拠がこう具体的にはっきりしてれば良い

んですけれども、根拠があいまいなまま基準が違うと、なんで駒ヶ根は良くて伊那市はだめな

んだとかが出てくると、私たちがお客様に説明する上で根拠が必要であり、根拠がなかなか具

体的に表せないのであれば、県に準拠してとか、全体がそろうような形をとっていただきたい

と思います。

それと、そもそもこの県の中でこういう特定団体に既になっているところと、まだなっていな

いところと、これからなろうとしているところがあると思うんですけれども、これだけのもの

を作っていくのは大変なことだと思うんですけれども、なることによるメリットというか、今

までなっているところがこういう風に良くなっているということが何か事例というのがあるで
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しょうか。

（事務局：浦野課長）

最初のご指摘の中で、第４章の 47 ページあたりの制限に関する事項で、届け出の基準等の部

分があります。これについては西箕輪については以前からこの形でお願いしてきている中で、

非常に県内では最も厳しく、小さい規模でも届け出が必要となっています。この基準の数字を

考える中では、周辺の景観に影響与える程度の規模がどの程度かという判断が一番重要だと思

っていまして、案として今こういう形でお出しして協議していただいているんですが、そんな

中で駒ヶ根市あたりの基準を具体的に見てみますと、やはり西箕輪よりさらに厳しいという状

況になっていますが、西箕輪は今まで県の条例の中で動いてきて、それを伊那市が重点地区と

して引き継ぐ中で一般地域とのバランスとりながら根拠を決め、市内全体へお願いしていこう

というふうに考えています。そこが駒ヶ根市とは数字的なものが違ってきているところです。

もちろん、鈴木委員おっしゃるようにこの基準の根拠というのは非常に大事でありまして、そ

ういうものを作りながら説明を策定委員会の中でしているという状況でございます。

それから、景観行政団体は県内で９市が行政団体になっていまして、その他に軽井沢と小布施、

そういった先進的なところが景観行政団体になってやっています。メリットとしての具体的な

事例は長い取り組みですので、具体的なものは出てきていないと思われます。しかし軽井沢や

小布施あたりの特徴あるところについては、それを根拠にしても保全をしていっているという

ことと、他の市についても特徴的にお寺があったり、お城があったりというところについては

特にその周辺について、こういうもので具体的に規制をしていっているというような効果はあ

ると思います。市内におきましては西箕輪の特定地区につきまして、取り組みの中で電話会社

の高い鉄塔を低くしてもらったりとか、色を塗り替えてもらったりとか、そういった形のもの

が非常に進めやすくなっているっていうのが実感としてあります。保全だけでなくて、形成し

ていくということも重要と考えます。

（佐々木会長）

景観行政団体になっている団体もいくつかありますので、今はインターネットでそういった情

報がみられますので、興味のある方は是非ご覧いただければと思います。

ほかには。

（若林晴二委員）

中央アルプスと南アルプスの小屋について、今年から来年あたりにかけて伊那小屋や塩見小

屋の改修がされている。あと北沢峠にある小屋だとかを改修したりと、景観としてその生かし

方を考えていただきたい。特に伊那小屋に関しては、駒ヶ岳ロープウェイがこの何年かのうち

に架け替えがあるので、そうすると伊那から中央アルプスに入る人がかなり増えてくると思う

ので、景観として大事にしなきゃいけないけれども活用するという意味では、やはり景観への

対策をとるなり、計画に盛り込んでもらった方がいいのかなという感じがします。

（事務局：浦野課長）

そうですね。策定員会の中ではそういった意見はまだ出ていなかったんですけど、今お聞き

して、山岳自然公園という地域がありまして、そういった中でそういった部分も計画の中に盛
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り込んでＰＲできたらということもいいかなと思いますので、検討させていただきたいと思い

ます。

（若林晴二委員）

是非ともお願いします。

（木下智委員）

色彩についての制限のことについて、例えば海外等では色が町なみを生み出しているという

ところもありますが、色の好き好きというものもあったり、地域によってという部分があるん

でしょうが、その辺の色の制限というのは、かなりつけられるのか、またつけようとしている

のか、その辺の考えがあるかお聞きしたい。

（事務局：浦野課長）

作成中ですが、別表１の 63 ページに色彩に関わる行為の制限の中で、赤系の色だったら色

の鮮やかさの範囲を指定して、建物の屋根、外壁等について色彩をお願いをしていこうと考え

ております。

この色彩制限の範囲については、安曇野市、小諸市あたりの、他の今まで行っている９市の

あたりのものを参考にしながら、また、当然隣の駒ヶ根市等のものを参考にさせてもらいなが

ら案として出しているという状況であります。

特に伊那市としてそれをもっと厳しくしていくとかゆるくしているというところは実際の

ところ考えていませんが、より一般的にけばけばしいと思わない程度のものという範囲でお願

いをしていこうと考えております。他の市では、真っ白や、黒がいけないとか、これは目立つ

色ですけれども、制限してもそういう色を使いたい人もおり、けばけばしいと思うものは除い

ていきたいという考えで、策定委員会で検討してもらっています。

（佐々木会長）

ほかにありますでしょうか。

（柳川広美委員）

建物の高さですけれども、高さ 31 メートルっていうのは大体何階建てくらいなのか。建築

基準法以外に制限を作るわけですが、どうしても作りたいという場合、どこまで可能なのか。

（事務局：浦野課長）

49 ページの所に案としてお出ししてあって、黒い字は県の基準の中で決められているものと

同じもので作ってあります。赤い字については伊那市で新たに盛り込んでいこうと考えている

もの。青い字については景観軸として位置付けた部分としてあります。その中で建物の高さの

基準を 18ｍと 31ｍと記述してあります。18ｍだとだいたい５階建てくらいまで。31ｍですと

多くて 10 階までできるかという所ですが、31ｍというのは建築基準法の中で構造計算の構造

強度が変わってくるという高さで、市内の実績を見ても大体この 31ｍ以内に収まっていると

いう状況でございます。18ｍにつきましても現在ある伊那市中高層建築物指導要綱の中で 18

ｍ以上については届け出が必要となっているので、そういった数字を使いながらお願いをして
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いこうというものであります。

次にこういったものがどの程度まで規制できるかということですが、この基準の 49 ページ

から 52 ページまでに建築物、工作物の新築、増築、改築、移転または外観の変更で４－２に

あります形態、意匠、材料、51 ページの色彩等、ここの三か所については景観法に基づいて

変更命令まででき、従わないときには罰則もある、ということになります。ただし、それ以外

の配置とか規模、または高さを含めた規模、敷地の緑化、以下のものについては景観法では命

令はできなくて変更してくださいという勧告まではできるという区分けになっています。です

ので、高さについては抑制効果という狙いもあります。勧告はできるという状況で、実際にど

うしてもやるということになれば、それ以上の規制はできなません。あとは他の法律、建築基

準法等によっての制限になろうかと思います。

（佐々木会長）

よろしいですかね。ほかには。

（唐澤千明委員）

西箕輪全部高さ 13ｍを超えちゃいけないということで、マンション５階建てを４階建てに下

げたという実績もあります。そういった中で西箕輪から見える南アルプスの景観を良くしよう

ということでやってます。

西箕輪の人口が増えているんですが、一つの流れで、景観がいいところ、環境が良いところ

で住みたい、ということで割と遠くからも来てますし、家も増えてます。そういったことで、

景観を守るということで良いと思います。

西箕輪についてもまだまだ甘いって言っている人も居ますのが、景観の保全を進めていって

頂きたいと思います。

（佐々木会長）

基準は当然一律というわけにはいかないでしょうけど、重要なところは厳しくするというよ

うなことが大事だと思います。

（平沢睦弘委員）

既得権といいますか、現在ある建物のようなもの、これを検討していく中で、この高さまで

いけませんよ、というものがわかったときに、駆け込みではないですけどそういうようなもの

が出たり、規制することはけっこうですが、色彩やなんかもこういう風に変更してくれという、

一方的に規制するだけでなくて、例えば現在ある色彩があまりにも周りに合わない場合に助成

をして変更してくれとか、そういうようなことまでやっていけば効果が上がると思いますがど

んな状況ですか。

（事務局：浦野課長）

具体的にはまだそういう補助とか既存のものを適合されるための補助とかそういったもの

の具体的なものについてはこれからの検討になりますけれども、景観形成向けて協働の推進、

支援という記述がありますが、活動への支援に含めて、既存不適格もあると思いますので、改

修のための支援というものも検討していくべきかな、と思っています。
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（平沢睦弘委員）

改修が進めば、その地域は良くなりますので、ただ規制するだけじゃなく考えていった方が

いいと思います。

（佐々木会長）

他にご意見ありませんか。

（会長）

それではないようですので、改めて今日の案件の法定審議と景観計画のこと全体で委員の皆

様からなにかございましたらお願いいたします。

【なし】

それでは、以上で会議事項を終わらせていただきます。皆様のご協力を持ちまして、議事が

スムーズに運営することができました。ご協力誠にありがとうございました。

４ 閉 会

（事務局：浦野課長）

ご協議ありがとうございました。

本日ご審議いただきました法定審議事項につきましては本審議会から市長へ答申して、近日

中に都市計画決定事項として告示し、縦覧に供することとなります。

また、４月以降の平成 25 年度におきましても、都市計画に関する審議をお願いする案件が

予定されております。委員の皆様にはご多忙のところ恐縮でございますが、引き続きご協力を

賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

また、スムーズに議事も進行し、終わることができました。かさねてお礼申し上げます。

これをもちまして、本日の都市計画審議会は閉会とさせていただきます。

ありがとうございました。


